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卒
業
・
進
学
・
就
職
な
ど
新
出
発

の
春
。
桜
の
花
び
ら
を
見
る
た
び

に
、
希
望
に
胸
を
お
ど
ら
せ
た
気
持

ち
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
通
知
表
を
も

ら
っ
た
事
も
。

　
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
個
性

や
価
値
観
が
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
重
ね
、
進

め
て
き
ま
し
た
。
今
の
議
会
だ
よ
り

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
、
１

年
目
の
通
知
表
は
、
は
た
し
て
ど
ん

な
評
価
が
下
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
さ
あ
、
次
号
か
ら
は
２
年
生
。
桜

は
桜
、
梅
は
梅
。
個
性
豊
か
に
自
分

ら
し
く
花
開
く
よ
う
、
ま
た
、
町
民

の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
さ
ら
に
精
進
し
て
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
（
M
・
I
）

春
夏
秋
冬

町のホームページから会議録がご覧いただけます

４
月
１４
日
に
熊
本
県
を
震
源
と
す
る

地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、一日
も
早
い
復
旧
、復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

Toyoyama Gikai Dayori
発行：愛知県豊山町議会
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新年度予算
8人が一般質問
追跡　どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！
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議会だより
3月定例会

NO.136

ぴかぴかの1年生　黄色い帽子も光ってる

T O P I C S

翔びたて豊
山っ子！

「
新
栄
小
の
伝
統
　一輪
車
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
玲
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
わ
た
し
の
通
っ
て
い
る
新
栄
小
学
校
は
、一

輪
車
運
動
が
大
変
さ
か
ん
で
す
。

　
新
栄
小
学
校
に
は
、一
輪
車
が
と
て
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。全
部
で
百
台
以
上
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、ロ
ン
グ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
と
い
う
大
き
な

一
輪
車
も
あ
り
ま
す
。ロ
ン
グ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
に

は
、一
輪
車
認
定
の
特
級
を
合
格
し
て
い
な
い

と
乗
れ
ま
せ
ん
。一
輪
車
認
定
試
験
は
、一
輪
車

認
定
委
員
が
行
い
ま
す
。一
輪
車
名
人
の
五
〜

六
年
生
が
一
輪
車
認
定
委
員
に
な
り
、毎
週
木

曜
日
に
希
望
者
の
認
定
試
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。認
定
試
験
が
あ
る
の
も
、一
輪
車
運
動
が

さ
か
ん
な
理
由
の一つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
に
入
学
し

て
き
た
新
一
年
生

の
み
ん
な
に
も
、

来
年
、再
来
年
、そ

の
後
に
入
学
し
て

く
る
み
ん
な
に

も
、一
輪
車
運
動
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

「
大
す
き
な
い
ち
り
ん
し
ゃ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
依
桜
里

　
　
　
　
　
　

　
わ
た
し
は
、一
年

生
に
な
る
ま
で
一

り
ん
車
に
の
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。一
年
生

に
な
っ
て
、
き
ん

じ
ょ
の
お
ね
え
さ

ん
が
の
っ
て
い
る

の
を
見
て
、む
ず

か
し
そ
う
だ
な
と

お
も
い
ま
し
た
。で
も
、お
ね
え
さ
ん
た
ち
み

た
い
に
の
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
お
も
っ

て
、一
り
ん
車
を
か
り
て
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま

し
た
。そ
う
し
た
ら
、な
つ
休
み
の
お
わ
り
に

は
、一
人
で
の
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。じ
ぶ

ん
の一
り
ん
車
を
か
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
は
、ま

い
日
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。

　
い
ま
は
、二
人
で
手
を
つ
な
い
で
ま
わ
る
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
や
、手
す
り
を
も
た
な
い
で

ス
タ
ー
ト
す
る
空
中
の
り
と
い
う
わ
ざ
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。二
年
生
に
な
っ
た

の
で
、ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
、も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

わ
ざ
が
で
き
る
よ
う
に
、れ
ん
し
ゅ
う
を
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

　
　

　とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日
16

  P2～3
P６～１3

P１５
P１6

志水小学校



（賛成８反対１）

一般会計
予算

3
とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日

2

　個人町民税や固定資産税は増加の見込み。法人町民税は税率引き下げ等により
１億７０４８万円の減。固定資産税は８，８６３万円増の見込み。

　民生費は、２０億１１２7万4千円で、前年度比１億６３４万円増。　
　（民生費とは、高齢者、障がい者、保育園等に使われるお金です。）　
　衛生費は、８億５２５5万7千円で、前年度比１億５６８５万円増。増額の主な理由は、
北名古屋衛生組合負担金２億２３４７万4千円によるもの。
　（衛生費とは、保健衛生、健康増進、ごみ、環境保全等に使われるお金です。）

●公共施設等総合管理計画（公共施設の計画的な維持管理）
●名古屋市営バス乗入社会実験（地域活性化）
　（平成２９年３月１ヵ月間）
●空港利用助成（地域活性化）　　　　　
　（大人2,000円、子ども1,000円に変更）
●保育事業（子育て支援の充実）　　　　　　　　　　
　（0、1歳児保育新たに冨士保育園で実施）

…６６８万円
　……………………５０万円

……………………………………５４９万円

……………………………3億１３４６万円

●健康増進事業（健康相談事業の促進）　　　　　　　　
　（健康マイレージ　健診、講座への参加者に優待カード発行、各種がん検診など）
●中学校体育館等工事（教育環境の整備）　
●教育支援員（教科指導の充実）　　　　　　　　　　　
●文化支援事業（文化振興と活動団体育成）　　　　　　
　（国民文化祭等の実施）

……………………………………３２４０万円

　…………………………………５３６９万円
……………………………………………７０８万円

　　　　　　………………………………５２２万円

新年度予算で
実施される
主な事業

特別会計予算 後期高齢者医療 １億７９２３万4千円 賛成８　反対１　可決

国民健康保険 １８億５５４２万1千円 賛成８　反対１　可決

公共下水道事業 　６億７６３万1千円 全員賛成　　可決

介護サービス事業 ２７7万4千円 全員賛成　　可決

介護保険 　８億２５８３万円 賛成８　反対１　可決

歳入
歳出

町債（借金）2800万円

交付税・その他交付金　6億1360万円

国庫支出金 6億447万2千円

公債費（借金返済） 1億4872万2千円 

教育費 7憶4304万9千円 
 

消防費 2億9498万5千円 

 
土木費 7憶500万8千円

 

商工費8894万2千円 

農林水産業費 8462万円 

労働費 5万円 

財産収入他 664万2千円

繰越金 5600万円

諸収入 2億3516万3千円

分担金及び負担金
7371万8千円

使用料及び手数料
9615万6千円

県支出金 2億4084万9千円

繰入金 1億4079万3千円

総務費 7憶9414万1千円 

民生費 20億1127万5千円 
衛生費8億5255万7千円 町税 37億2560万7千円

議会費 8765万1千円 

予備費 1000万円 

 

５８億２１００万円を可決　前年度より１億８４００万円増

単位：万円

ト
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平成２９年秋にオープン予定の航空展示施設の渋滞緩和対策と
アクセス機能の強化を図るため、町道９号線の道路整備を行う

県の航空機をテーマとした展示施設、三菱重工のＭＲＪ生産見学施設、
神明公園、航空館boonを併せて観光資源化する「航空のフィールド
ミュージアム構想」の実現に向けて取り組む

名古屋市営バスの路線延伸に向けた社会実験を行い、一層の
公共交通の充実を目指す（平成２９年３月の１か月間の予定）

再生可能エネルギーを有効利用し、地球温暖化の防止を促進する
ため、住宅用太陽光発電システム設置する費用の一部を補助する

❶健診の受診、健康講座への参加、運動など、健康につながる取り組
　みにより優待カードを交付する「健康マイレージ事業」を実施する
❷冨士保育園で新たに０、１歳児保育を実施していく

愛知県が行う第３１回国民文化祭にあわせて、１１月に文化協会の
共催により文化芸能フェスティバルを開催する

町民討議会議に参加いただいた方々を対象に、これまでの
成果等を検証するシンポジウムを開催する

今年度の事業は
１目標

3目標

快適で活気あふれるコンパクトなまち

にぎわいを生み出す個性豊かなまち

安全・安心で住みやすさを実感できるまち

地球にも人にも優しい持続可能なまち

助け合い、支えあう健康であたたかなまち

いきいきとした豊かな心を持った人を育むまち

住民と行政がともに考え、ともにつくる信頼のまち

5目標

6目標

7目標

4目標

2目標

国民健康保険税条例の改正

その他の審議結果

反対討論　　賛成討論

工事請負変更契約
下水道工事その2

全員賛成
可決

工事請負変更契約
下水道工事その3

全員賛成
可決

道路線の認定 全員賛成
可決

職員の給与に関する
条例等の改正

全員賛成
可決

議員の議員報酬、費用
弁償及び期末手当に
関する条例の改正

賛成８
反対１
可決

特別職の職員で
常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の改正

全員賛成
可決

平成２７年度
一般会計補正予算
（第５号）

全員賛成
可決

平成２７年度
国民健康保険特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

平成２７年度
後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成２７年度
介護保険特別会計
補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成２７年度
公共下水道事業特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

行政不服審査法の
施行に伴う

関係条例の整備

全員賛成
可決

自転車等の放置の
防止に関する
条例の制定

全員賛成
可決

行政手続条例の改正 全員賛成
可決

人事行政の運営等の
状況の公表に関する
条例の改正

全員賛成
可決

職員の育児休業等に
関する条例等の改正

全員賛成
可決

議員その他の非常勤の職員の
公務災害補償等に関する

条例の改正

全員賛成
可決

証人等の実費弁償に
関する条例の改正

全員賛成
可決

職員の給与に関する
条例の改正

全員賛成
可決

特別職の職員で
常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の改正

全員賛成
可決

国民健康保険税
条例の改正

賛成８
反対１
可決

消防団員等公務災害
補償条例の改正

全員賛成
可決

農業委員定数
条例の廃止

賛成８
反対１
可決

平成２７年度
一般会計

補正予算（第６号）

全員賛成
可決

【専決処分】 【意見書】
税条例等の

一部を改正する条例の
一部改正

全員賛成
承認

国民健康保険税条例の
一部改正

全員賛成
承認

地方法人税運用の
改善を求める
意見書

全員賛成
採択

学校教育法の
一部改正に伴う
関係条例の整備

全員賛成
可決

行政不服審査会
条例の制定

全員賛成
可決

職員の降給に関する
条例の指定

全員賛成
可決

職員の退職管理に関する
条例の制定

全員賛成
可決

平成２７年度
国民健康保険特別会計
補正予算（第５号）

全員賛成
可決

平成２７年度
後期高齢者医療特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

平成２７年度
介護保険特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

平成２７年度
公共下水道事業特別会計
補正予算（第５号）

全員賛成
可決

VS

民
生
費

　
　
在
宅
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

と
は
。

　
　
在
宅
医
療
の
た
め
に
、

医
療
、看
護
、介
護
で
必
要
な

情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、２
市
１
町
で
整
備
す
る
。

そ
の
た
め
の
町
負
担
金
を
支
払
う
。

消
防
費

　
　
医
療
機
関
が
被
災
し
た

時
の
対
応
は
。

　
　
新
栄
供
用
施
設
に
救
護
所

を
置
く
。
医
薬
品
等
は
、保
健

セ
ン
タ
ー
に
備
畜
、使
用
期
限

が
あ
る
の
で
、順
次
交
換
す
る
。

教
育
費

　
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
は
。

　
　
県
か
ら
２
人
、
町
雇
用

２
人
で
、
小
中
学
校
全
部
に

１
人
ず
つ
、配
置
し
、児
童
生
徒
、

先
生
、父
母
の
相
談
に
当
た
っ

て
い
る
。
相
談
日
は
毎
週

火
曜
日
。

２
０
１
６
年
３
月
議
会

《
質
疑
あ
れ
こ
れ
》

問答問答問答

　一般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
ど
ん

ど
ん
膨
れ
上
が
り
、町
の
財
政
の

苦
し
い
事
情
も
分
か
ら
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
県
下
で
は
安
い
ほ
う
で
も
、基

本
的
に
は
国
保
税
そ
の
も
の
が
高

く
、負
担
が
重
い
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。
２７
年
度
に
引
き

続
き
、２８
年
度
も
国
保
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、賛
同

で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
も
、一
般
会
計
よ
り
２
億

円
以
上
の
繰
入
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
苦
し
い
国
保
財
政
状
況
の
中

で
、税
の
公
平
性
も
あ
り
、引
き
上

げ
は
や
む
を
得
な
い
。ま
た
、法

に
準
じ
て
適
切
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、安
定
的
な
国
民
健
康
保
険
の

運
営
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、原
案

に
賛
成
す
る
。

山
本
亮
介
議
員

岩
村
み
ゆ
き
議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日
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新
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度
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算
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ピ
ッ
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ス

質
疑
あ
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こ
れ
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般
質
問

議
会
用
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新
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度
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ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
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般
質
問

議
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用
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追
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平成２９年秋にオープン予定の航空展示施設の渋滞緩和対策と
アクセス機能の強化を図るため、町道９号線の道路整備を行う

県の航空機をテーマとした展示施設、三菱重工のＭＲＪ生産見学施設、
神明公園、航空館boonを併せて観光資源化する「航空のフィールド
ミュージアム構想」の実現に向けて取り組む

名古屋市営バスの路線延伸に向けた社会実験を行い、一層の
公共交通の充実を目指す（平成２９年３月の１か月間の予定）

再生可能エネルギーを有効利用し、地球温暖化の防止を促進する
ため、住宅用太陽光発電システム設置する費用の一部を補助する

❶健診の受診、健康講座への参加、運動など、健康につながる取り組
　みにより優待カードを交付する「健康マイレージ事業」を実施する
❷冨士保育園で新たに０、１歳児保育を実施していく

愛知県が行う第３１回国民文化祭にあわせて、１１月に文化協会の
共催により文化芸能フェスティバルを開催する

町民討議会議に参加いただいた方々を対象に、これまでの
成果等を検証するシンポジウムを開催する

今年度の事業は
１目標

3目標

快適で活気あふれるコンパクトなまち

にぎわいを生み出す個性豊かなまち

安全・安心で住みやすさを実感できるまち

地球にも人にも優しい持続可能なまち

助け合い、支えあう健康であたたかなまち

いきいきとした豊かな心を持った人を育むまち

住民と行政がともに考え、ともにつくる信頼のまち

5目標

6目標

7目標

4目標

2目標

国民健康保険税条例の改正

その他の審議結果

反対討論　　賛成討論

工事請負変更契約
下水道工事その2

全員賛成
可決

工事請負変更契約
下水道工事その3

全員賛成
可決

道路線の認定 全員賛成
可決

職員の給与に関する
条例等の改正

全員賛成
可決

議員の議員報酬、費用
弁償及び期末手当に
関する条例の改正

賛成８
反対１
可決

特別職の職員で
常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の改正

全員賛成
可決

平成２７年度
一般会計補正予算
（第５号）

全員賛成
可決

平成２７年度
国民健康保険特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

平成２７年度
後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成２７年度
介護保険特別会計
補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成２７年度
公共下水道事業特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

行政不服審査法の
施行に伴う

関係条例の整備

全員賛成
可決

自転車等の放置の
防止に関する
条例の制定

全員賛成
可決

行政手続条例の改正 全員賛成
可決

人事行政の運営等の
状況の公表に関する
条例の改正

全員賛成
可決

職員の育児休業等に
関する条例等の改正

全員賛成
可決

議員その他の非常勤の職員の
公務災害補償等に関する

条例の改正

全員賛成
可決

証人等の実費弁償に
関する条例の改正

全員賛成
可決

職員の給与に関する
条例の改正

全員賛成
可決

特別職の職員で
常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の改正

全員賛成
可決

国民健康保険税
条例の改正

賛成８
反対１
可決

消防団員等公務災害
補償条例の改正

全員賛成
可決

農業委員定数
条例の廃止

賛成８
反対１
可決

平成２７年度
一般会計

補正予算（第６号）

全員賛成
可決

【専決処分】 【意見書】
税条例等の

一部を改正する条例の
一部改正

全員賛成
承認

国民健康保険税条例の
一部改正

全員賛成
承認

地方法人税運用の
改善を求める
意見書

全員賛成
採択

学校教育法の
一部改正に伴う
関係条例の整備

全員賛成
可決

行政不服審査会
条例の制定

全員賛成
可決

職員の降給に関する
条例の指定

全員賛成
可決

職員の退職管理に関する
条例の制定

全員賛成
可決

平成２７年度
国民健康保険特別会計
補正予算（第５号）

全員賛成
可決

平成２７年度
後期高齢者医療特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

平成２７年度
介護保険特別会計
補正予算（第４号）

全員賛成
可決

平成２７年度
公共下水道事業特別会計
補正予算（第５号）

全員賛成
可決

VS

民
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費

　
　
在
宅
医
療
連
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シ
ス
テ
ム

と
は
。

　
　
在
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療
の
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に
、

医
療
、看
護
、介
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で
必
要
な

情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
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市
１
町
で
整
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す
る
。

そ
の
た
め
の
町
負
担
金
を
支
払
う
。

消
防
費

　
　
医
療
機
関
が
被
災
し
た

時
の
対
応
は
。

　
　
新
栄
供
用
施
設
に
救
護
所

を
置
く
。
医
薬
品
等
は
、保
健

セ
ン
タ
ー
に
備
畜
、使
用
期
限

が
あ
る
の
で
、順
次
交
換
す
る
。

教
育
費

　
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
は
。

　
　
県
か
ら
２
人
、
町
雇
用

２
人
で
、
小
中
学
校
全
部
に

１
人
ず
つ
、配
置
し
、児
童
生
徒
、

先
生
、父
母
の
相
談
に
当
た
っ

て
い
る
。
相
談
日
は
毎
週

火
曜
日
。

２
０
１
６
年
３
月
議
会

《
質
疑
あ
れ
こ
れ
》

問答問答問答

　一般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
ど
ん

ど
ん
膨
れ
上
が
り
、町
の
財
政
の

苦
し
い
事
情
も
分
か
ら
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
県
下
で
は
安
い
ほ
う
で
も
、基

本
的
に
は
国
保
税
そ
の
も
の
が
高

く
、負
担
が
重
い
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。
２７
年
度
に
引
き

続
き
、２８
年
度
も
国
保
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、賛
同

で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
も
、一
般
会
計
よ
り
２
億

円
以
上
の
繰
入
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
苦
し
い
国
保
財
政
状
況
の
中

で
、税
の
公
平
性
も
あ
り
、引
き
上

げ
は
や
む
を
得
な
い
。ま
た
、法

に
準
じ
て
適
切
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、安
定
的
な
国
民
健
康
保
険
の

運
営
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、原
案

に
賛
成
す
る
。

山
本
亮
介
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員

岩
村
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議
員
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対
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Q&A

6

Q.不登校、虐待から子どもの命を守るためには
A. 家庭、学校、教委が関係機関と連携している

岩村みゆき 議員
Miyuki Iwamura

不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
豊
山
町
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
中
学
校
４
校
と
教

育
委
員
会
で
「
い
じ
め
不
登

校
対
策
委
員
会
」
を
年
５
回

開
催
。

　
毎
月
末
に
不
登
校
児
童
を

把
握
し
、
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
全
校
に
配
置
。
適

応
指
導
教
室
「
し
い
の
木
」

で
は
３
人
の
指
導
員
が
活
動

し
、
こ
の
内
の
一
人
が
、
豊

山
町
教
育
相
談
員
と
し
て
、

保
護
者
な
ど
か
ら
の
悩
み
相

談
を
し
て
い
る
。

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
の
家

庭
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
、
尾
張
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
、
尾
張
中
央
児
童
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

地
域
の
力
を
も
っ
と

引
き
出
し
た
い
と
考

え
る
が
。教

育
長

学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
の
連
携
が
不
可
欠
。
27

年
度
、
シ
ニ
ア
地
域
デ
ビ
ュ
ー

モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ふ
れ
あ
い

広
場
、
民
生
児
童
委
員
や
保

護
司
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、

多
方
面
で
連
携
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
設
置

す
る
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
子
ど
も
の
状
況
へ
の
対

応
な
ど
、
教
員
の
専
門
性
だ

け
で
は
対
応
は
困
難
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
、
家
庭
や
行
政
、
福

祉
関
係
施
設
と
連
携
し
な
が

ら
、
子
ど
も
の
環
境
を
調
整

す
る
も
の
。
趣
旨
は
賛
同
す

る
が
、
先
進
事
例
も
多
く
な

く
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

学
校
、
保
育
園
に
お

い
て
虐
待
を
発
見
す

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

か
。

生
活
福
祉
部
長

愛
知
県
が
作
成
し
て

い
る
「
子
ど
も
の
虐
待
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
、

対
応
し
て
い
る
。

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
」
が
開
設
さ

れ
た
。
も
っ
と
周
知
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
啓
発

に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
、
定
期
的
な
啓
発
・
周
知

活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

Q

QQ

Q AA

A

Q

A

A

Q&A

Q.マイナンバー制度とは
A.国民の利便性、公平・公正な社会を実現するもの

熊沢直紀 議員
Naoki Kumazawa

　
本
年
１
月
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
具
体
的
に
は
、
行
政
を

効
率
化
し
て
、
国
民
の
利
便

性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社

会
基
盤
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
尋
ね
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
何
か
。

総
務
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12

桁
の
番
号
の
事
で
、「
国
民

の
利
便
性
」「
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
」「
行
政
の

効
率
化
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。従

来
の
住
基
カ
ー
ド

は
ど
う
な
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
の
際
に
返
納
が
必

要
。

本
年
１
月
よ
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

は
ど
れ
く
ら
い
の
発
行
数

か
。

生
活
福
祉
部
長

本
年
２
月
末
現
在

で
、
１
１
９
件
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
人
に
自
動
的
に

郵
送
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人

に
届
い
て
い
な
い
人
数
は
。

生
活
福
祉
部
長

返
戻
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
は
、
２
月
末
現
在
で

２
２
９
世
帯
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
作
成
義
務
は
あ

る
か
。

生
活
福
祉
部
長

作
成
の
義
務
は
な
い
。

運
営
母
体
は
「
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
」
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
団
体
な
の

か
。
都
道
府
県
と
市
町
村
に

よ
る
共
同
管
理
を
国
家
が
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
町
の

出
資
金
は
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
の
か
。生

活
福
祉
部
長

出
資
金
で
は
な
く
負

担
金
で
あ
り
、
26
年
度
よ
り

合
計
で
２
６
０
０
万
円
で
あ

る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
万

全
に
す
る
に
は
、
ど

の
様
に
し
て
い
る
の
か
。
そ

れ
に
伴
う
費
用
は
。

生
活
福
祉
部
長

総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
分
割
し
指
紋

認
証
も
用
い
る
。
費
用
は
、

４
２
０
０
万
円
。

Q

QQ

Q

Q AQA

A

A

AQ AA

一般質問 一般質問

▲マイナンバーの保管をしっかりと▲おとうさんのおひざが大すき

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡
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Q&A

6

Q.不登校、虐待から子どもの命を守るためには
A. 家庭、学校、教委が関係機関と連携している

岩村みゆき 議員
Miyuki Iwamura

不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
豊
山
町
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
中
学
校
４
校
と
教

育
委
員
会
で
「
い
じ
め
不
登

校
対
策
委
員
会
」
を
年
５
回

開
催
。

　
毎
月
末
に
不
登
校
児
童
を

把
握
し
、
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
全
校
に
配
置
。
適

応
指
導
教
室
「
し
い
の
木
」

で
は
３
人
の
指
導
員
が
活
動

し
、
こ
の
内
の
一
人
が
、
豊

山
町
教
育
相
談
員
と
し
て
、

保
護
者
な
ど
か
ら
の
悩
み
相

談
を
し
て
い
る
。

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
の
家

庭
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
、
尾
張
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
、
尾
張
中
央
児
童
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

地
域
の
力
を
も
っ
と

引
き
出
し
た
い
と
考

え
る
が
。教

育
長

学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
の
連
携
が
不
可
欠
。
27

年
度
、
シ
ニ
ア
地
域
デ
ビ
ュ
ー

モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ふ
れ
あ
い

広
場
、
民
生
児
童
委
員
や
保

護
司
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、

多
方
面
で
連
携
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
設
置

す
る
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
子
ど
も
の
状
況
へ
の
対

応
な
ど
、
教
員
の
専
門
性
だ

け
で
は
対
応
は
困
難
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
、
家
庭
や
行
政
、
福

祉
関
係
施
設
と
連
携
し
な
が

ら
、
子
ど
も
の
環
境
を
調
整

す
る
も
の
。
趣
旨
は
賛
同
す

る
が
、
先
進
事
例
も
多
く
な

く
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

学
校
、
保
育
園
に
お

い
て
虐
待
を
発
見
す

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

か
。

生
活
福
祉
部
長

愛
知
県
が
作
成
し
て

い
る
「
子
ど
も
の
虐
待
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
、

対
応
し
て
い
る
。

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
」
が
開
設
さ

れ
た
。
も
っ
と
周
知
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
啓
発

に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
、
定
期
的
な
啓
発
・
周
知

活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

Q

QQ

Q AA

A

Q

A

A

Q&A

Q.マイナンバー制度とは
A.国民の利便性、公平・公正な社会を実現するもの

熊沢直紀 議員
Naoki Kumazawa

　
本
年
１
月
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
具
体
的
に
は
、
行
政
を

効
率
化
し
て
、
国
民
の
利
便

性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社

会
基
盤
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
尋
ね
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
何
か
。

総
務
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12

桁
の
番
号
の
事
で
、「
国
民

の
利
便
性
」「
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
」「
行
政
の

効
率
化
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。従

来
の
住
基
カ
ー
ド

は
ど
う
な
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
の
際
に
返
納
が
必

要
。

本
年
１
月
よ
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

は
ど
れ
く
ら
い
の
発
行
数

か
。

生
活
福
祉
部
長

本
年
２
月
末
現
在

で
、
１
１
９
件
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
人
に
自
動
的
に

郵
送
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人

に
届
い
て
い
な
い
人
数
は
。

生
活
福
祉
部
長

返
戻
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
は
、
２
月
末
現
在
で

２
２
９
世
帯
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
作
成
義
務
は
あ

る
か
。

生
活
福
祉
部
長

作
成
の
義
務
は
な
い
。

運
営
母
体
は
「
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
」
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
団
体
な
の

か
。
都
道
府
県
と
市
町
村
に

よ
る
共
同
管
理
を
国
家
が
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
町
の

出
資
金
は
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
の
か
。生

活
福
祉
部
長

出
資
金
で
は
な
く
負

担
金
で
あ
り
、
26
年
度
よ
り

合
計
で
２
６
０
０
万
円
で
あ

る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
万

全
に
す
る
に
は
、
ど

の
様
に
し
て
い
る
の
か
。
そ

れ
に
伴
う
費
用
は
。

生
活
福
祉
部
長

総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
分
割
し
指
紋

認
証
も
用
い
る
。
費
用
は
、

４
２
０
０
万
円
。

Q

QQ

Q

Q AQA

A

A

AQ AA

一般質問 一般質問

▲マイナンバーの保管をしっかりと▲おとうさんのおひざが大すき

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡



Q&A

Q.職員の人材育成について聞く
A.先進事例を参考に制度構築を進める

　
豊
山
町
人
材
育
成
基
本
方

針
、
第
４
次
豊
山
町
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
い
た
職
員
の

人
材
育
成
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
職
員
一
人
ひ

と
り
の
能
力
を
最
大
限
に
引

き
出
し
、
町
民
の
立
場
に

立
っ
た
行
政
を
行
う
職
員
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
と
思

う
。

　
そ
こ
で
尋
ね
る

職
員
に
や
る
気
を

も
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
職
場
に
は
、
活
気
が
出
な

い
。
そ
こ
で
、
ど
の
様
な
考

え
を
も
っ
て
、
ど
ん
な
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
指

導
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

早
期
に
職
場
環
境
に

適
応
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
集
中
的
な
指

導
・
育
成
を
行
う
。

　
ま
た
、
面
談
等
に
よ
り
定

期
的
に
意
見
を
聞
き
、
世
代

間
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

職
場
全
体
で
職
員
を
育
成
す

る
体
制
を
整
え
る
。

職
員
の
若
返
り
化

は
、
今
後
も
進
む
と

推
測
す
る
。

　
更
に
、
教
育
訓
練
は
手
薄

に
な
る
の
で
は
と
思
う
。
し

か
し
、
仕
事
は
よ
り
多
く
消

化
す
る
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
。
今
後
の
職
員
教
育
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
方
策
を
考
え

て
い
る
か
。

総
務
部
長

地
方
分
権
改
革
に
伴

い
、
職
員
の
業
務
量
は
増
加

す
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
取

り
組
む
た
め
、
人
材
育
成
を

柱
と
し
た
第
５
次
豊
山
町
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
い

る
。

職
員
へ
の
期
待
事
項

が
出
て
く
れ
ば
、
密

度
の
濃
い
仕
事
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
れ
に
は
仕
事
を
や
り

や
す
く
し
、
職
員
の
や
る
気

も
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
職

員
改
善
提
案
制
度
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

職
員
改
善
提
案
制
度

の
導
入
は
、
第
５
次
豊
山
町

行
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
導

入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
既
に
導
入
し
て

い
る
愛
知
県
や
春
日
井
市
な

ど
を
参
考
に
、
本
町
に
適
し

た
制
度
構
築
を
進
め
る
。

Q

QQ

A

AA

Q&A

Q.男女共同参画推進施策の遂行を
A.レインボースクールを毎年開催している

豊
山
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
は
、
10
年
ご
と

の
見
直
し
。

　
中
間
見
直
し
は
な
い
の

か
。

総
務
部
長

現
段
階
で
は
、
な
い
。

策
定
委
員
は
、
10
人

中
、
男
性
は
２
人
だ

け
。
男
女
の
視
点
、
ど
ち
ら

も
大
事
。
男
女
半
々
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
。

総
務
部
長

偶
然
に
女
性
委
員
が

多
く
な
っ
た
。

策
定
委
員
の
任
務

は
、
作
成
だ
け
か
。

実
施
へ
の
関
与
、
検
証
は
。

総
務
部
長

実
施
に
委
員
が
、
直

接
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
検

証
は
、
プ
ラ
ン
見
直
し
の
際

に
行
う
。愛

知
県
の
調
査
報
告

で
は
、
本
町
は
男
女

共
同
参
画
行
政
推
進
会
議
等

の
設
置
は
、25
年
度
は
な
か
っ

た
。
26
年
度
と
27
年
度
は
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
議
事
録
が
な
い
。

総
務
部
長

本
町
で
は
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と

し
て
職
員
の
情
報
交
換
と
意

識
啓
発
を
行
う
場
。
議
事

録
の
作
成
、
公
開
は
し
て
い

な
い
。

男
女
共
同
懇
話
会
等

も
設
置
し
て
い
な
い

理
由
は
。総

務
部
長

「
豊
山
町
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
」
に
改
め
た
。

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
研
修
は
。

総
務
部
長

15
年
と
25
年
の
２

回
、
１
名
ず
つ
市
町
村
ア
カ

デ
ミ
ー
へ
派
遣
研
修
。
27
年

は
、「
女
性
管
理
職
登
用
拡

大
に
向
け
た
職
場
の
理
解
」

と
題
す
る
愛
知
県
の
研
修

に
職
員
２
名
参
加
。
28
年

度
は
、
役
場
の
全
体
研
修

「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を

開
催
す
る
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ス
ク
ー

ル
の
開
催
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
。

総
務
部
長

家
事
や
子
育
て
を

テ
ー
マ
に
年
２
回
。

審
議
会
へ
の
女
性
登

用
34
％
、
行
政
委
員

会
へ
は
13
％
で
あ
る
。
大
き

な
開
き
は
、
な
ぜ
か
。

行
政
委
員
会
委
員

は
、
法
律
で
詳
細
を

規
定
。
町
の
考
え
、
女
性
と

い
う
視
点
だ
け
で
選
任
は
で

き
な
い
。愛

知
県
の
施
策
に
呼

応
し
て
、
条
例
の
制

定
を
。

総
務
部
長

現
時
点
で
は
、
考
え

て
い
な
い
。

Q

QQ

Q

Q AQQ AA

AA

Q AA

AQA
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一般質問 一般質問岡島政信 議員
Masanobu Okajima

粟田昌子 議員
Masako Awata
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追
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Q&A

Q.職員の人材育成について聞く
A.先進事例を参考に制度構築を進める

　
豊
山
町
人
材
育
成
基
本
方

針
、
第
４
次
豊
山
町
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
い
た
職
員
の

人
材
育
成
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
職
員
一
人
ひ

と
り
の
能
力
を
最
大
限
に
引

き
出
し
、
町
民
の
立
場
に

立
っ
た
行
政
を
行
う
職
員
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
と
思

う
。

　
そ
こ
で
尋
ね
る

職
員
に
や
る
気
を

も
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
職
場
に
は
、
活
気
が
出
な

い
。
そ
こ
で
、
ど
の
様
な
考

え
を
も
っ
て
、
ど
ん
な
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
指

導
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

早
期
に
職
場
環
境
に

適
応
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
集
中
的
な
指

導
・
育
成
を
行
う
。

　
ま
た
、
面
談
等
に
よ
り
定

期
的
に
意
見
を
聞
き
、
世
代

間
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

職
場
全
体
で
職
員
を
育
成
す

る
体
制
を
整
え
る
。

職
員
の
若
返
り
化

は
、
今
後
も
進
む
と

推
測
す
る
。

　
更
に
、
教
育
訓
練
は
手
薄

に
な
る
の
で
は
と
思
う
。
し

か
し
、
仕
事
は
よ
り
多
く
消

化
す
る
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
。
今
後
の
職
員
教
育
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
方
策
を
考
え

て
い
る
か
。

総
務
部
長

地
方
分
権
改
革
に
伴

い
、
職
員
の
業
務
量
は
増
加

す
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
取

り
組
む
た
め
、
人
材
育
成
を

柱
と
し
た
第
５
次
豊
山
町
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
い

る
。

職
員
へ
の
期
待
事
項

が
出
て
く
れ
ば
、
密

度
の
濃
い
仕
事
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
れ
に
は
仕
事
を
や
り

や
す
く
し
、
職
員
の
や
る
気

も
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
職

員
改
善
提
案
制
度
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

職
員
改
善
提
案
制
度

の
導
入
は
、
第
５
次
豊
山
町

行
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
導

入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
既
に
導
入
し
て

い
る
愛
知
県
や
春
日
井
市
な

ど
を
参
考
に
、
本
町
に
適
し

た
制
度
構
築
を
進
め
る
。

Q

QQ

A

AA

Q&A

Q.男女共同参画推進施策の遂行を
A.レインボースクールを毎年開催している

豊
山
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
は
、
10
年
ご
と

の
見
直
し
。

　
中
間
見
直
し
は
な
い
の

か
。

総
務
部
長

現
段
階
で
は
、
な
い
。

策
定
委
員
は
、
10
人

中
、
男
性
は
２
人
だ

け
。
男
女
の
視
点
、
ど
ち
ら

も
大
事
。
男
女
半
々
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
。

総
務
部
長

偶
然
に
女
性
委
員
が

多
く
な
っ
た
。

策
定
委
員
の
任
務

は
、
作
成
だ
け
か
。

実
施
へ
の
関
与
、
検
証
は
。

総
務
部
長

実
施
に
委
員
が
、
直

接
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
検

証
は
、
プ
ラ
ン
見
直
し
の
際

に
行
う
。愛

知
県
の
調
査
報
告

で
は
、
本
町
は
男
女

共
同
参
画
行
政
推
進
会
議
等

の
設
置
は
、25
年
度
は
な
か
っ

た
。
26
年
度
と
27
年
度
は
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
議
事
録
が
な
い
。

総
務
部
長

本
町
で
は
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と

し
て
職
員
の
情
報
交
換
と
意

識
啓
発
を
行
う
場
。
議
事

録
の
作
成
、
公
開
は
し
て
い

な
い
。

男
女
共
同
懇
話
会
等

も
設
置
し
て
い
な
い

理
由
は
。総

務
部
長

「
豊
山
町
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
」
に
改
め
た
。

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
研
修
は
。

総
務
部
長

15
年
と
25
年
の
２

回
、
１
名
ず
つ
市
町
村
ア
カ

デ
ミ
ー
へ
派
遣
研
修
。
27
年

は
、「
女
性
管
理
職
登
用
拡

大
に
向
け
た
職
場
の
理
解
」

と
題
す
る
愛
知
県
の
研
修

に
職
員
２
名
参
加
。
28
年

度
は
、
役
場
の
全
体
研
修

「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を

開
催
す
る
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ス
ク
ー

ル
の
開
催
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
。

総
務
部
長

家
事
や
子
育
て
を

テ
ー
マ
に
年
２
回
。

審
議
会
へ
の
女
性
登

用
34
％
、
行
政
委
員

会
へ
は
13
％
で
あ
る
。
大
き

な
開
き
は
、
な
ぜ
か
。

行
政
委
員
会
委
員

は
、
法
律
で
詳
細
を

規
定
。
町
の
考
え
、
女
性
と

い
う
視
点
だ
け
で
選
任
は
で

き
な
い
。愛

知
県
の
施
策
に
呼

応
し
て
、
条
例
の
制

定
を
。

総
務
部
長

現
時
点
で
は
、
考
え

て
い
な
い
。
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Q&A

Q. 名古屋市との合併話につき尋ねる・その２
A. 町の方針が変更になったことはない

昭
和
47
年
４
月
１
日

付
、
役
場
企
画
課
よ

り
、〈
将
来
の
豊
山
町
／
都

市
計
画
の
基
本
構
想
〉
な
る

行
政
の
指
針
本
が
刊
行
さ
れ

た
。

　
項
目
、「
計
画
の
背
景
」

と
し
て
「
わ
が
国
土
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
所
在
し
（
中
略
）

名
古
屋
市
と
隣
接
（
中
略
）

大
都
市
編
入
と
し
て
の
将
来

が
約
束
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
、
客

観
的
本
質
を
見
抜
い
た
切
望

の
記
述
が
あ
る
。「
計
画
の

目
標
」
で
は
、「
当
然
大
都

市
に
合
併
（
中
略
）
将
来
ど

の
よ
う
な
街
に
し
な
が
ら
合

併
す
べ
き
か
と
（
中
略
）
目

標
を
設
定
し
て
み
ま
し
た
」

と
あ
る
。
そ
れ
が
年
月
を
経

て
、
先
の
議
会
に
お
い
て
町

長
曰
く
「
合
併
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
な
い
」
と
答
弁

し
て
い
る
。

　
伺
い
た
い
。
如
何
な
る
理

由
に
よ
り
、
真
逆
の
道
を
鈴

木
町
長
は
進
む
の
か
。

　
刊
行
当
時
の
役
場
中
堅
職

員
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
。

町
長

名
古
屋
市
と
の
合
併

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
９

月
議
会
で
、「
私
が
町
長
に

就
任
し
た
以
降
、
公
式
、
非

公
式
を
問
わ
ず
、
本
町
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
と
も
、

名
古
屋
市
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
っ
た
こ
と
も
な
い
。
ま

た
、
合
併
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
も
、
庁
内
組
織
に
検
討

を
行
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
。」

と
お
答
え
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
47
年
に
策
定

さ
れ
た
「
将
来
の
豊
山
町
」

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
時
代

背
景
・
社
会
情
勢
を
踏
ま
え

た
都
市
基
本
構
想
が
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
名
古

屋
市
と
の
合
併
構
想
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
一
次
か
ら
第

４
次
ま
で
の
総
合
計
画
に
お

い
て
も
名
古
屋
市
と
の
合

併
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
向
け

た
協
議
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

私
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
と
の

合
併
に
対
す
る
町
の
方
針
が

変
更
に
な
っ
た
事
実
は
な
い
。

Q

A

Q&A

Q.県営名古屋空港への市営バスの
運行社会実験を聞く

A.平成29年３月に実施の予定

Q.
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
聞
く

A.
設
置
に
よ
る
効
果
は
大
き
い

公
共
交
通
ア
ク
セ
ス

の
強
化
・
拡
充
の
要

望
は
い
つ
か
ら
名
古
屋
市
交

通
局
に
し
て
き
た
の
か
。

理
事

平
成
24
年
度
以
降
、

事
務
レ
ベ
ル
の
打
合
せ
を

行
っ
て
き
た
。
昨
年
７
月
に

空
港
へ
の
公
共
交
通
ア
ク
セ

ス
強
化
・
拡
充
を
要
望
し
た
。

小
牧
市
、
春
日
井
市

と
ど
の
よ
う
な
連
携

し
た
要
望
を
し
た
の
か
。

理
事

県
営
名
古
屋
空
港
の

利
用
促
進
や
活
性
化
を
共
同

目
的
と
し
て
、
２
市
１
町
を

含
む
７
団
体
で
要
望
を
行
っ

た
。

な
ぜ
、
黒
川
11
号
系

統
に
な
っ
た
の
か
。

理
事

県
営
名
古
屋
空
港
に

近
い
北
部
市
場
ま
で
運
行
し

て
お
り
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
利
便
性
、
バ
ス
の
運
行
、

将
来
性
、
輸
送
力
な
ど
の
各

利
点
が
あ
る
た
め
。

延
長
す
る
実
施
区
間

（
北
部
市
場
〜
青
山
〜

豊
山
〜
空
港
）
な
ど
の
路
線

は
ど
う
か
。

理
事

延
伸
す
る
具
体
的
な

区
間
は
、
今
後
、
名

古
屋
市
交
通
局
と
調

整
す
る
。

今
後
、
実
施
区
間
や
市
バ
ス

系
統
路
線
の
変
更
は
、
で
き

る
の
か
。
ま
た
、「
敬
老
パ
ス
」

の
考
え
は
あ
る
か
。

理
事

運
行
社
会
実
験
後

に
、
名
古
屋
市
交
通
局
や
関

係
機
関
と
協
議
・
調
整
す
る
。

路
線
や
敬
老
パ
ス
な
ど
、
現

時
点
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

名
古
屋
市
と
の
合
併

等
の
考
え
は
。

理
事

今
回
の
運
行
社
会
実

験
は
、
名
古
屋
市
と
合
併
の

関
連
性
は
な
い
。

平
成
26
年
度
、
平
成

27
年
度
の
犯
罪
件
数

は
。

総
務
部
長

盗
犯
総
数
は
、
平
成

26
年
度
２
３
７
件
、
平
成
27

年
度
２
０
２
件
、
前
年
度
対

比
35
件
（
14
・
８
％
）の
減

と
な
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
結
果
、
犯
罪
抑

止
効
果
や
犯
罪
件
数
が
減
少

し
て
い
る
が
。

総
務
部
長

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

よ
る
効
果
が
大
き
な
要
因
の

一
つ
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
、
下
校
時
の
見
守
り
な

ど
の
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

る
と
考
え
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
犯
人
逮
捕
や
事

件
、
事
故
な
ど
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

総
務
部
長

映
像
が
犯
人
逮
捕
や

犯
罪
の
早
期
解
決
に
つ
な
が

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

映
像
が
、
不
適
切
に
利
用
さ

れ
て
地
域
住
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
リ
ス
ク
も

あ
る
。

改
定
し
た
「
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
要
綱
」
は
、知
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

資
機
材
の
防
犯
カ
メ

ラ
、
犯
罪
の
多
い
地
区
の
公

共
施
設
等
へ
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
重
要
性
な
ど
が
追
加
さ

れ
た
。

地
区
・
自
治
会
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
の
検
討
は
。

総
務
部
長

引
き
続
き
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
推
進
を
検
討
す
る
。

犯
罪
多
発
地
域
を
優
先
的
に

設
置
す
る
方
向
で
、
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
。
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Q&A

Q. 名古屋市との合併話につき尋ねる・その２
A. 町の方針が変更になったことはない

昭
和
47
年
４
月
１
日

付
、
役
場
企
画
課
よ

り
、〈
将
来
の
豊
山
町
／
都

市
計
画
の
基
本
構
想
〉
な
る

行
政
の
指
針
本
が
刊
行
さ
れ

た
。

　
項
目
、「
計
画
の
背
景
」

と
し
て
「
わ
が
国
土
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
所
在
し
（
中
略
）

名
古
屋
市
と
隣
接
（
中
略
）

大
都
市
編
入
と
し
て
の
将
来

が
約
束
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
、
客

観
的
本
質
を
見
抜
い
た
切
望

の
記
述
が
あ
る
。「
計
画
の

目
標
」
で
は
、「
当
然
大
都

市
に
合
併
（
中
略
）
将
来
ど

の
よ
う
な
街
に
し
な
が
ら
合

併
す
べ
き
か
と
（
中
略
）
目

標
を
設
定
し
て
み
ま
し
た
」

と
あ
る
。
そ
れ
が
年
月
を
経

て
、
先
の
議
会
に
お
い
て
町

長
曰
く
「
合
併
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
な
い
」
と
答
弁

し
て
い
る
。

　
伺
い
た
い
。
如
何
な
る
理

由
に
よ
り
、
真
逆
の
道
を
鈴

木
町
長
は
進
む
の
か
。

　
刊
行
当
時
の
役
場
中
堅
職

員
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
。

町
長

名
古
屋
市
と
の
合
併

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
９

月
議
会
で
、「
私
が
町
長
に

就
任
し
た
以
降
、
公
式
、
非

公
式
を
問
わ
ず
、
本
町
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
と
も
、

名
古
屋
市
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
っ
た
こ
と
も
な
い
。
ま

た
、
合
併
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
も
、
庁
内
組
織
に
検
討

を
行
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
。」

と
お
答
え
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
47
年
に
策
定

さ
れ
た
「
将
来
の
豊
山
町
」

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
時
代

背
景
・
社
会
情
勢
を
踏
ま
え

た
都
市
基
本
構
想
が
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
名
古

屋
市
と
の
合
併
構
想
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
一
次
か
ら
第

４
次
ま
で
の
総
合
計
画
に
お

い
て
も
名
古
屋
市
と
の
合

併
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
向
け

た
協
議
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

私
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
と
の

合
併
に
対
す
る
町
の
方
針
が

変
更
に
な
っ
た
事
実
は
な
い
。

Q

A

Q&A

Q.県営名古屋空港への市営バスの
運行社会実験を聞く

A.平成29年３月に実施の予定

Q.
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
聞
く

A.
設
置
に
よ
る
効
果
は
大
き
い

公
共
交
通
ア
ク
セ
ス

の
強
化
・
拡
充
の
要

望
は
い
つ
か
ら
名
古
屋
市
交

通
局
に
し
て
き
た
の
か
。

理
事

平
成
24
年
度
以
降
、

事
務
レ
ベ
ル
の
打
合
せ
を

行
っ
て
き
た
。
昨
年
７
月
に

空
港
へ
の
公
共
交
通
ア
ク
セ

ス
強
化
・
拡
充
を
要
望
し
た
。

小
牧
市
、
春
日
井
市

と
ど
の
よ
う
な
連
携

し
た
要
望
を
し
た
の
か
。

理
事

県
営
名
古
屋
空
港
の

利
用
促
進
や
活
性
化
を
共
同

目
的
と
し
て
、
２
市
１
町
を

含
む
７
団
体
で
要
望
を
行
っ

た
。

な
ぜ
、
黒
川
11
号
系

統
に
な
っ
た
の
か
。

理
事

県
営
名
古
屋
空
港
に

近
い
北
部
市
場
ま
で
運
行
し

て
お
り
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
利
便
性
、
バ
ス
の
運
行
、

将
来
性
、
輸
送
力
な
ど
の
各

利
点
が
あ
る
た
め
。

延
長
す
る
実
施
区
間

（
北
部
市
場
〜
青
山
〜

豊
山
〜
空
港
）
な
ど
の
路
線

は
ど
う
か
。

理
事

延
伸
す
る
具
体
的
な

区
間
は
、
今
後
、
名

古
屋
市
交
通
局
と
調

整
す
る
。

今
後
、
実
施
区
間
や
市
バ
ス

系
統
路
線
の
変
更
は
、
で
き

る
の
か
。
ま
た
、「
敬
老
パ
ス
」

の
考
え
は
あ
る
か
。

理
事

運
行
社
会
実
験
後

に
、
名
古
屋
市
交
通
局
や
関

係
機
関
と
協
議
・
調
整
す
る
。

路
線
や
敬
老
パ
ス
な
ど
、
現

時
点
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

名
古
屋
市
と
の
合
併

等
の
考
え
は
。

理
事

今
回
の
運
行
社
会
実

験
は
、
名
古
屋
市
と
合
併
の

関
連
性
は
な
い
。

平
成
26
年
度
、
平
成

27
年
度
の
犯
罪
件
数

は
。

総
務
部
長

盗
犯
総
数
は
、
平
成

26
年
度
２
３
７
件
、
平
成
27

年
度
２
０
２
件
、
前
年
度
対

比
35
件
（
14
・
８
％
）の
減

と
な
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
結
果
、
犯
罪
抑

止
効
果
や
犯
罪
件
数
が
減
少

し
て
い
る
が
。

総
務
部
長

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

よ
る
効
果
が
大
き
な
要
因
の

一
つ
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
、
下
校
時
の
見
守
り
な

ど
の
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

る
と
考
え
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
犯
人
逮
捕
や
事

件
、
事
故
な
ど
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

総
務
部
長

映
像
が
犯
人
逮
捕
や

犯
罪
の
早
期
解
決
に
つ
な
が

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

映
像
が
、
不
適
切
に
利
用
さ

れ
て
地
域
住
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
リ
ス
ク
も

あ
る
。

改
定
し
た
「
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
要
綱
」
は
、知
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

資
機
材
の
防
犯
カ
メ

ラ
、
犯
罪
の
多
い
地
区
の
公

共
施
設
等
へ
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
重
要
性
な
ど
が
追
加
さ

れ
た
。

地
区
・
自
治
会
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
の
検
討
は
。

総
務
部
長

引
き
続
き
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
推
進
を
検
討
す
る
。

犯
罪
多
発
地
域
を
優
先
的
に

設
置
す
る
方
向
で
、
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
。

QQQ
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坂田芳郎 議員
Yoshio Sakata

服部正樹 議員
　　　Masaki Hattori

一般質問 一般質問

▶
未
来
に
向
か
っ
て

　
　
発
車
オ
ー
ラ
イ

▲行政の中心

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡



Q&A
一般質問

Q.空港活用と町発展策を聞く
A.

大口司郎 議員
Shiro Oguchi

企
業
立
地
推
進
基
礎

調
査
、
そ
の
後
の
結

果
は
。産

業
建
設
部
長

周
辺
市
と
企
業
立
地

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
本
町

は
土
地
の
価
格
が
高
い
。

　
ま
た
、
新
た
に
開
発
で
き

る
工
場
用
地
と
し
て
の
競
争

力
が
弱
い
。
補
助
金
の
交
付
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
し
た

り
、
工
場
用
地
を
整
備
し
て

企
業
に
安
価
で
提
供
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

県
の
観
光
拠
点
施
設

へ
の
要
望
や
、
町
の

ス
タ
ン
ス
を
地
元
と
し
て
伝

え
た
か
。理

事
「（
仮
称
）
あ
い
ち
航

空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
展
示

内
容
等
に
関
す
る
設
計
に
あ

た
り
、
県
は
有
識
者
検
討
会

を
設
置
し
て
意
見
聴
取
し

た
。

　
町
で
は
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
地
元
の
立
場
か
ら
、

県
や
関
係
機
関
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

財
政
計
画
（
平
成
29

年
か
ら
10
年
間
）
は

持
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

総
合
計
画
の
基
本
計

画
に
定
め
た
施
策
を
実
施
す

る
た
め
、
３
年
を
計
画
年
度

と
す
る
実
施
計
画
を
定
め
て

お
り
、
平
成
31
年
度
ま
で
財

政
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
た
め
の

支
援
策
等
考
え
た
こ

と
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

町
で
は
新
た
に
、
空

港
周
辺
地
域
に
航
空
宇
宙
関

連
工
場
が
建
設
で
き
る
よ
う

「
名
古
屋
空
港
周
辺
小
道
地

区
計
画
」
の
策
定
、
条
例
に

よ
り
、
緑
地
面
積
率
を
20
％

以
上
か
ら
５
％
以
下
に
緩
和

す
る
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の

他
に
、
県
道
名
古
屋
空
港
中

央
線
の
構
内
道
路
を
町
道
に

認
定
し
た
り
三
菱
航
空
機
の

従
業
員
の
通
勤
対
策
と
し

て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

や
既
存
バ
ス
路
線
の
充
実
な

ど
の
支
援
・
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

昨
年
11
月
に
豊
場
志

水
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
町
民
の
健
康
維
持
の

一
環
と
し
て
、
利
用
者
に
対

す
る
補
助
制
度
の
創
設
は
。

生
活
福
祉
部
長

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
は
、
町
民
の
健
康
管
理

に
も
つ
な
が
る
が
、
国
民
健

康
保
険
担
当
と
保
健
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
て
、
健
康
診

査
や
健
康
教
育
、
健
康
相
談

を
実
施
し
国
保
税
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

度
か
ら
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
（※

）」
を
始
め
、
町

民
の
健
康
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。

　
従
っ
て
、
個
人
企
業
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
、
新
た
に
計
画
し
て

い
る
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
」
の
中
で
、
優
待
カ
ー
ド

が
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
勧
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

※

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
と
は
、

あ
い
ち
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
参

加
し
、
住
民
が
、
健
康
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
実
践
し
、
一
定
以
上
の

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
方
に
、
愛
知

県
内
の
協
力
店
で
利
用
で
き
る
優
待

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
事
業
。

Q

Q Q

AQA

AA

QA

Q&A
一般質問

Q.豊山町の治水・災害対策を尋ねる
A.雨水貯留施設を11カ所に設置した関係機関と意見交換を行っている

山本亮介 議員
Ryosuke Yamamoto

豊
山
町
は
公
共
施
設

用
地
に
雨
水
貯
留
層

等
を
整
備
し
て
い
る
が
、
設

置
場
所
、
時
期
、
増
え
た
貯

留
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

平
成
13
年
度
か
ら
19

年
度
に
か
け
て
、
神
明
公
園

を
始
め
11
カ
所
に
計
１
万
２

３
５
３
㎥
の
雨
水
貯
留
施
設

を
設
置
し
た
。

雨
水
地
下
貯
留
層
他

に
講
じ
た
対
策
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

産
業
建
設
部
長

下
水
道
に
接
続
す
る

際
に
、
不
要
と
な
る
合
併
処

理
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施
設

へ
転
用
す
る
工
事
の
一
部
を
、

補
助
し
て
い
る
。

久
田
良
木
川
の
ポ
ン

プ
場
の
補
強
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。産

業
建
設
部
長

久
田
良
木
川
流
域
で

は
、
農
地
の
宅
地
化
が
進
み
、

雨
水
の
流
出
抑
制
機
能
は
著

し
く
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
12
年
９
月
の
東
海
豪
雨

以
降
、
降
雨
強
度
が
大
幅
に

見
直
さ
れ
た
。
排
水
ポ
ン
プ

の
増
強
に
つ
い
て
も
、
大
山

川
へ
の
放
流
量
に
応
じ
た
排

水
ポ
ン
プ
の
増
強
レ
ベ
ル
を

検
討
し
、
必
要
量
を
決
定
す

る
。

東
海
豪
雨
以
降
、
町

内
で
の
浸
水
被
害
は

あ
っ
た
か
。

総
務
部
長

床
下
浸
水
が
３
回
発

生
し
て
い
る
。
平
成
20
年
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
５
世
帯
、

平
成
23
年
の
台
風
15
号
に
よ

る
雨
で
33
世
帯
、
平
成
25
年

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
13
世
帯

で
発
生
し
て
い
る
。

今
後
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

総
務
部
長

現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
な
い
。
今
後
、
国
交
省
及

び
愛
知
県
が
公
表
す
る
新
た

な
浸
水
想
定
区
域
に
大
き
な

変
化
が
あ
れ
ば
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

QQ

QQ
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健
康
維
持
の
た
め
の

補
助
制
度
を
創
設
し
て
は

補
助
制
度
は

考
え
て
い
な
い

▲治水対策の推進を　調整池（林先）

▲利用者が伸びている名古屋空港

Q.A.

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡

新
年
度
予
算

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

議
会
用
語

追

　跡



Q&A
一般質問

Q.空港活用と町発展策を聞く
A.

大口司郎 議員
Shiro Oguchi

企
業
立
地
推
進
基
礎

調
査
、
そ
の
後
の
結

果
は
。産

業
建
設
部
長

周
辺
市
と
企
業
立
地

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
本
町

は
土
地
の
価
格
が
高
い
。

　
ま
た
、
新
た
に
開
発
で
き

る
工
場
用
地
と
し
て
の
競
争

力
が
弱
い
。
補
助
金
の
交
付
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
し
た

り
、
工
場
用
地
を
整
備
し
て

企
業
に
安
価
で
提
供
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

県
の
観
光
拠
点
施
設

へ
の
要
望
や
、
町
の

ス
タ
ン
ス
を
地
元
と
し
て
伝

え
た
か
。理

事
「（
仮
称
）
あ
い
ち
航

空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
展
示

内
容
等
に
関
す
る
設
計
に
あ

た
り
、
県
は
有
識
者
検
討
会

を
設
置
し
て
意
見
聴
取
し

た
。

　
町
で
は
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
地
元
の
立
場
か
ら
、

県
や
関
係
機
関
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

財
政
計
画
（
平
成
29

年
か
ら
10
年
間
）
は

持
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

総
合
計
画
の
基
本
計

画
に
定
め
た
施
策
を
実
施
す

る
た
め
、
３
年
を
計
画
年
度

と
す
る
実
施
計
画
を
定
め
て

お
り
、
平
成
31
年
度
ま
で
財

政
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
た
め
の

支
援
策
等
考
え
た
こ

と
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

町
で
は
新
た
に
、
空

港
周
辺
地
域
に
航
空
宇
宙
関

連
工
場
が
建
設
で
き
る
よ
う

「
名
古
屋
空
港
周
辺
小
道
地

区
計
画
」
の
策
定
、
条
例
に

よ
り
、
緑
地
面
積
率
を
20
％

以
上
か
ら
５
％
以
下
に
緩
和

す
る
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の

他
に
、
県
道
名
古
屋
空
港
中

央
線
の
構
内
道
路
を
町
道
に

認
定
し
た
り
三
菱
航
空
機
の

従
業
員
の
通
勤
対
策
と
し

て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

や
既
存
バ
ス
路
線
の
充
実
な

ど
の
支
援
・
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

昨
年
11
月
に
豊
場
志

水
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
町
民
の
健
康
維
持
の

一
環
と
し
て
、
利
用
者
に
対

す
る
補
助
制
度
の
創
設
は
。

生
活
福
祉
部
長

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
は
、
町
民
の
健
康
管
理

に
も
つ
な
が
る
が
、
国
民
健

康
保
険
担
当
と
保
健
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
て
、
健
康
診

査
や
健
康
教
育
、
健
康
相
談

を
実
施
し
国
保
税
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

度
か
ら
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
（※

）」
を
始
め
、
町

民
の
健
康
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。

　
従
っ
て
、
個
人
企
業
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
、
新
た
に
計
画
し
て

い
る
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
」
の
中
で
、
優
待
カ
ー
ド

が
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
勧
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

※

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
と
は
、

あ
い
ち
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
参

加
し
、
住
民
が
、
健
康
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
実
践
し
、
一
定
以
上
の

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
方
に
、
愛
知

県
内
の
協
力
店
で
利
用
で
き
る
優
待

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
事
業
。

Q

Q Q

AQA

AA

QA

Q&A
一般質問

Q.豊山町の治水・災害対策を尋ねる
A.雨水貯留施設を11カ所に設置した関係機関と意見交換を行っている

山本亮介 議員
Ryosuke Yamamoto

豊
山
町
は
公
共
施
設

用
地
に
雨
水
貯
留
層

等
を
整
備
し
て
い
る
が
、
設

置
場
所
、
時
期
、
増
え
た
貯

留
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

平
成
13
年
度
か
ら
19

年
度
に
か
け
て
、
神
明
公
園

を
始
め
11
カ
所
に
計
１
万
２

３
５
３
㎥
の
雨
水
貯
留
施
設

を
設
置
し
た
。

雨
水
地
下
貯
留
層
他

に
講
じ
た
対
策
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

産
業
建
設
部
長

下
水
道
に
接
続
す
る

際
に
、
不
要
と
な
る
合
併
処

理
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施
設

へ
転
用
す
る
工
事
の
一
部
を
、

補
助
し
て
い
る
。

久
田
良
木
川
の
ポ
ン

プ
場
の
補
強
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。産

業
建
設
部
長

久
田
良
木
川
流
域
で

は
、
農
地
の
宅
地
化
が
進
み
、

雨
水
の
流
出
抑
制
機
能
は
著

し
く
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
12
年
９
月
の
東
海
豪
雨

以
降
、
降
雨
強
度
が
大
幅
に

見
直
さ
れ
た
。
排
水
ポ
ン
プ

の
増
強
に
つ
い
て
も
、
大
山

川
へ
の
放
流
量
に
応
じ
た
排

水
ポ
ン
プ
の
増
強
レ
ベ
ル
を

検
討
し
、
必
要
量
を
決
定
す

る
。

東
海
豪
雨
以
降
、
町

内
で
の
浸
水
被
害
は

あ
っ
た
か
。

総
務
部
長

床
下
浸
水
が
３
回
発

生
し
て
い
る
。
平
成
20
年
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
５
世
帯
、

平
成
23
年
の
台
風
15
号
に
よ

る
雨
で
33
世
帯
、
平
成
25
年

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
13
世
帯

で
発
生
し
て
い
る
。

今
後
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

総
務
部
長

現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
な
い
。
今
後
、
国
交
省
及

び
愛
知
県
が
公
表
す
る
新
た

な
浸
水
想
定
区
域
に
大
き
な

変
化
が
あ
れ
ば
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

QQ

QQ

Q AAA

A A

13
とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日

12

健
康
維
持
の
た
め
の

補
助
制
度
を
創
設
し
て
は

補
助
制
度
は

考
え
て
い
な
い

▲治水対策の推進を　調整池（林先）

▲利用者が伸びている名古屋空港

Q.A.
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15 14

桜
ま
つ
り

桜
ま
つ
り

議会が法的に活動できる招集（開会日）から
閉会（閉会日）までの期間のことを言うんだよん。

会　期 【かいき】

本会議や委員会などで会議中に予定議案以外の
議案を議員が提出することを言うんだよん。

動　議 【どうぎ】

おしえて！？
地空人く～ん

第4回

議会用語解説議会用語解説

地空人くん

焼き鳥、みたらし団子、
焼きそばなど美味しそうな
においでいっぱい。
満開の桜のもと、
春の１日を満喫した。

４
月
２
日（
土
）

第
８
回
桜
ま
つ
り
が
、

商
工
会
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

行
わ
れ
た
。

皆さんに

議会用語を
分かってもらえるように…

議会運営の用語を中心に
僕が分かりやすく

　説明していくよ～

平成２６年１２月、平成２７年３月の質問を追跡した
追 跡 ～どうなった あの質問～ 

　平成26年に引き続き、27年度も、議会広報コンクールに応募した。4人の
審査委員からは、厳しい評価あり、誉め言葉あり。２委員は、各紙面の見出し
や写真配置が、分かりやすい、特に一般質問は１紙面1議員の構成が住民に
分かりやすいと評価した。
　一方で議会広報の使命である議事公開は、あと一歩。予算審査の質疑・討論
がないので、議決に至る経過が伝わっていないのではないか、一般質問が
１人１ページでかなりのスペースを占めていることも含め検討を、とのアドバイス
もあった。他にも様々なご指摘を頂いた。これからも努力を重ねたい。

厳しい評価と誉め言葉
2回目の議会広報コンクール参加

平成２６年１２月  定例会

さらなる防災、減災対策を     
命を守る耐震シェルター等にも補助金制度を導入しては。

見直し予定
新たに耐震シェルターの有用性を位置づけ、
補助制度についても研究・検討する。

補助金制度が新設された 
平成２８年度から、民間木造住宅耐震事業で、
木造住宅耐震シェルター整備費補助金制度が実施されることになった。

平成２7年3月  定例会

タウンバスの対応は     
タウンバス運行について、利用者より様々な意見があるが、どのように対応するのか。

地域公共交通網形成計画を推進する
ＭＲＪの生産、整備に伴いビジネスや見学客の増加も見込まれ、
将来的には増車等などが必要と考える。

タウンバスの増車はない
タウンバスについて増車等されないが、平成２９年３月の１か月間、
市営バス黒川から北部市場行きを空港まで延伸して運行実験を行う。

質　問

答　弁

どうなった

質　問

答　弁

どうなった

とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日 とよやま議会だよりNO.136　平成２8年5月１日
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広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や

町内会の催し物へ差し入れ
することを禁止されています。
有権者が求めてもいけま

せん。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止

町議会　をクリック　　

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、６月１３日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問は、６月２０日（月）午前９時３０分からの予定）委 員 長　粟田 昌子

副委員長　服部 正樹

委　　員　安藤 春一　岩村みゆき
　　　　　山本亮介

　
卒
業
・
進
学
・
就
職
な
ど
新
出
発

の
春
。
桜
の
花
び
ら
を
見
る
た
び

に
、
希
望
に
胸
を
お
ど
ら
せ
た
気
持

ち
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
通
知
表
を
も

ら
っ
た
事
も
。

　
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
個
性

や
価
値
観
が
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
重
ね
、
進

め
て
き
ま
し
た
。
今
の
議
会
だ
よ
り

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
、
１

年
目
の
通
知
表
は
、
は
た
し
て
ど
ん

な
評
価
が
下
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
さ
あ
、
次
号
か
ら
は
２
年
生
。
桜

は
桜
、
梅
は
梅
。
個
性
豊
か
に
自
分

ら
し
く
花
開
く
よ
う
、
ま
た
、
町
民

の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
さ
ら
に
精
進
し
て
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
（
M
・
I
）

春
夏
秋
冬

町のホームページから会議録がご覧いただけます

４
月
１４
日
に
熊
本
県
を
震
源
と
す
る

地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、一日
も
早
い
復
旧
、復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

Toyoyama Gikai Dayori
発行：愛知県豊山町議会

　平成28年5月１日

新年度予算
8人が一般質問
追跡　どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！
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よ
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議会だより
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ぴかぴかの1年生　黄色い帽子も光ってる

T O P I C S

翔びたて豊
山っ子！

「
新
栄
小
の
伝
統
　一輪
車
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
玲
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
わ
た
し
の
通
っ
て
い
る
新
栄
小
学
校
は
、一

輪
車
運
動
が
大
変
さ
か
ん
で
す
。

　
新
栄
小
学
校
に
は
、一
輪
車
が
と
て
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。全
部
で
百
台
以
上
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、ロ
ン
グ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
と
い
う
大
き
な

一
輪
車
も
あ
り
ま
す
。ロ
ン
グ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
に

は
、一
輪
車
認
定
の
特
級
を
合
格
し
て
い
な
い

と
乗
れ
ま
せ
ん
。一
輪
車
認
定
試
験
は
、一
輪
車

認
定
委
員
が
行
い
ま
す
。一
輪
車
名
人
の
五
〜

六
年
生
が
一
輪
車
認
定
委
員
に
な
り
、毎
週
木

曜
日
に
希
望
者
の
認
定
試
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。認
定
試
験
が
あ
る
の
も
、一
輪
車
運
動
が

さ
か
ん
な
理
由
の一つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
に
入
学
し

て
き
た
新
一
年
生

の
み
ん
な
に
も
、

来
年
、再
来
年
、そ

の
後
に
入
学
し
て

く
る
み
ん
な
に

も
、一
輪
車
運
動
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

「
大
す
き
な
い
ち
り
ん
し
ゃ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
依
桜
里

　
　
　
　
　
　

　
わ
た
し
は
、一
年

生
に
な
る
ま
で
一

り
ん
車
に
の
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。一
年
生

に
な
っ
て
、
き
ん

じ
ょ
の
お
ね
え
さ

ん
が
の
っ
て
い
る

の
を
見
て
、む
ず

か
し
そ
う
だ
な
と

お
も
い
ま
し
た
。で
も
、お
ね
え
さ
ん
た
ち
み

た
い
に
の
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
お
も
っ

て
、一
り
ん
車
を
か
り
て
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま

し
た
。そ
う
し
た
ら
、な
つ
休
み
の
お
わ
り
に

は
、一
人
で
の
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。じ
ぶ

ん
の一
り
ん
車
を
か
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
は
、ま

い
日
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。

　
い
ま
は
、二
人
で
手
を
つ
な
い
で
ま
わ
る
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
や
、手
す
り
を
も
た
な
い
で

ス
タ
ー
ト
す
る
空
中
の
り
と
い
う
わ
ざ
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。二
年
生
に
な
っ
た

の
で
、ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
、も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

わ
ざ
が
で
き
る
よ
う
に
、れ
ん
し
ゅ
う
を
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
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